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平成平成平成平成 23232323 年度年度年度年度

事業名(箇所名)

国際物流ターミナル

（鹿島港 外港地区）

担当課

　港湾 （　港湾整備事業　）　港湾 （　港湾整備事業　）　港湾 （　港湾整備事業　）　港湾 （　港湾整備事業　） 事業評価カルテ（再評価）事業評価カルテ（再評価）事業評価カルテ（再評価）事業評価カルテ（再評価）

615

輸送コスト削減

（平成29年度予測取扱貨物量：99万トン）

1.6

バックデータ２

事業評価

監視委員会ＨＰ

コメント 費用便益分析シート

ファイル名 H23鹿島港外港地区国際物流ターミナル_費用便益分析シート.PDF

（1.6 ～ ～7.0

茨城県鹿嶋市

検索対象都道府県指定（複数可）

本省港湾局計画課
事業

主体

関東地方整備局

カルテ表示項目

担当課長名 松原　裕

社会経済情勢等

の変化

事業の効果等

特になし

　当該事業を実施することにより、船舶の大型化に対応し、物流機能の高度化、効率化が図られる。更に、

地震時において周辺岸壁が被災した場合に緊急物資や一般貨物の輸送機能を確保することで経済活動を

継続的に行うことが可能となる。

該当基準

茨城県

実施箇所

1049

基準年度 平成 23

B:総便益(億円)

便益の主な根拠

事業全体の

投資効率性
1664

56

目的・必要性

年度 年度事業採択事業期間 31完了昭和

主な事業の諸元

総事業費（億円）

継続B/C

残事業費(億円)

平成

岸壁(水深-14m)（耐震）、防波堤、航路泊地、護岸、道路、ふ頭用地

年度

221

5.8

需　　要（-10%～+10%）

C:総費用(億円)B:総便益(億円) 1562 7.1

B-C

～

コスト縮減や

代替案立案等の可

能性

防波堤ケーソンについて、経済的な断面を検討することでコスト縮減を図る。

主な事業の

進捗の見込み

バックデータ１

コメント 費用便益の概要

ファイル名 H23鹿島港外港地区国際物流ターミナル_費用便益の概要.PDF

H23鹿島港外港地区国際物流ターミナル_概要図.PDF

継続

対応方針理由

対応方針

概要図（位置図）

貨幣換算が困難な

効果等による評価

評価の観点 貨幣換算が困難な効果

国際競争力強

化・物流効率化

物流機能の効率化・高度化、国際競争力の強化

主な事業の

進捗状況

総事業費738億円、既投資額478億円　平成22年度末現在　事業進捗率65％

）7.9） （ 6.4

建設期間（+10%～-10%）

（

感度分析

～

充分な事業の投資効果及び進捗の目途が確認されたため。

平成25年度より供用、平成31年度に完成予定

7.1 ）

残事業の投資効率性

6.4（

～

～

残事業のＢ／Ｃ

）1.7 7.8）

事業全体のＢ／Ｃ

1.6

1.4

1.6

（

建 設 費（+10%～-10%）

1.6 ）（

738.3

全体B/CC:総費用(億円)

260

EIRR (%)

再々評価：再評価実施後５年間が経過している事業

　鹿島港において、貨物船の大型化および貨物需要の増大に対応するため、国際物流ターミナルを整備

し、物流効率化を図り、地域産業及び国際競争力の向上を目指すとともに、港内の静穏度の向上を図るこ

とで、船舶航行及び荷役作業の安全性と効率性の確保することを目指す。更に、当該岸壁の耐震強化を図

ることで、大規模地震発生時における物流機能を維持し、地域住民の安全・安心な生活を確保することおよ

び経済活動を継続的に行えるようにすることを目指す。

地域社会 係留、保管の安全性の向上

環境 ＣＯ２、ＮＯｘ等の排出量削減

再々評価：再評価実施後３年間が経過している事業 

防波堤の基礎マウンド端部における洗掘防止対策について、経済的な工法を検討することでコスト縮減

を図る。 
















































